
「事務局たより」号外    2017.6.6             北大生・宮澤弘幸「スパイ冤罪事件」の真相を広める会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「国権の最高機関であって、国の唯一の立法機関である」

（憲法 41 条）国会をここまで舐め、ウソをつき、その背後にい

る国民を無視した首相、「治安維持法は適法である」と答弁す

る法相、加えて「モリ」「カケ」疑惑――。 

この事態はもう政治ではありません。誠実にまっとうに生き

て行きたいと願うすべての人々の願いを否定する暴挙です。

人間の尊厳を否定する暴挙です。 

６月６日正午。“共謀罪”断固阻止の国会議員会館前行動に参

加しました。この日開催予定の法務委は野党の法務委員長解

任決議案提出で開会できませんでした。参院法務委は、火曜・

木曜開催のため、今会期中はあと３回しかありません。 

総掛かり行動実行委員会は、何としても“共謀罪”成立を阻

止するために、総行動を呼びかけています。声を上げましょう。

行動に参加しましょう！！         （福島 清） 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際ペン会長が共謀罪法案に反対声明 浅田次郎氏「異例」 2017 年 6 月 6 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５日、日本ペンクラブ（中央区）で、共謀罪反対声明の発表

記者会見があった。声明を出したのは、国際ペン（本部・ロンド

ン）のジェニファー・クレメント会長（５７）。世界１０２カ国、１４４セ

ンターを組織する文学団体のトップだ。 

 会見には日本ペンクラブ会長で作家の浅田次郎氏らが出

席。「共謀罪は日本の表現の自由とプライバシーの権利を侵

害する」と題した声明を読み上げた。 

 「国際ペンは、『共謀罪』という法律を制定しようという日

本政府の意図を厳しい目で注視している。（中略）私たちは、

日本国民の基本的な自由を深く侵害することとなる立法に

反対するよう、国会に対し強く求める」 

 先週ノルウェーで行われた国際ペンの理事会で共謀罪が

議題となり、日本への声明が了承された。 

「過去に国際ペンの会長が日本政府に対して声明を出したの

は、特定秘密保護法制定のときだけ。前回も今回も安倍政権

下とは極めて異例です。日本から発表を要請したわけではな

く、クレメント会長自身が共謀罪を問題視し、自発的に行いま

した。国際的な第三者から、反対声明が出された意義は大き

い」（浅田次郎氏） 

 安倍政権の異常さに世界も懸念している。  


